
08
年
度
の
第
１
回
山

口
県
人
権
施
策
推
進
審

議
会
が
８
月
22
日
、
県

庁
に
て
お
こ
な
わ
れ
、

解
放
同
盟
山
口
県
連
か

ら
は
、
松
岡
委
員
長
が

委
員
と
し
て
出
席
し
た
。

審
議
会
の
会
長
に
は

三
島
正
英
・
山
口
県
立

大
学
教
授
、
副
会
長
に

加
屋
野
智
美
・
人
権
擁

護
委
員
が
選
出
さ
れ
、

人
権
行
政
の
現
状
説
明
、

「
人
権
に
関
す
る
県
民

意
識
調
査
」
に
つ
い
て

審
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

人
権
意
識
調
査
は
、

県
内
の
20
歳
以
上
、
４

０
０
０
人
を
対
象
に
９

月
に
実
施
さ
れ
る
。
年

度
内
に
は
報
告
書
が
作

成
さ
れ
、
結
果
が
公
表

さ
れ
る
予
定
だ
。

意
識
調
査
は
20
の
設

問
か
ら
な
り
「
人
権
に

つ
い
て
の
意
識
や
考
え

方
」
を
は
じ
め
、
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
同
和
問
題
、
外

国
人
、
感
染
症
患
者
等
、

ハ
ン
セ
ン
病
、
罪
や
非

行
を
お
か
し
た
人
、
そ

の
他
の
人
権
か
ら
な
る
。

個
別
課
題
は
、
１
問

ず
つ
だ
が
、
同
和
問
題

だ
け
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
の
経
過
を
踏

ま
え
、
２
問
設
け
ら
れ

た
。
質
問
内
容
は
「
現

在
、
ど
の
よ
う
な
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
」
、

「
同
和
問
題
解
決
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
」
の

２
問
で
あ
る
。

ま
た
、
県
民
意
識
調

査
と
同
時
に
、
県
内
各

市
町
で
も
「
人
権
意
識

調
査
」
を
平
行
し
て
お

こ
な
う
予
定
で
あ
る
。

同
じ
調
査
票
を
使
用
し

て
、
サ
ン
プ
ル
数
を
増

や
し
、
市
町
独
自
で
調

査
結
果
を
分
析
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

る
。今

後
、
各
市
町
で
の

意
識
調
査
の
完
全
実
施

と
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

人
権
問
題
・
部
落
問
題

解
決
に
有
効
な
分
析
・

報
告
書
の
作
成
と
活
用

に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

部
落
解
放
第
40
回
全

国
高
校
生
集
会
が
８
月

29
、
30
日
に
和
歌
山
市

民
会
館
を
全
体
会
場
に

し
て
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
高
校
生
を
は
じ
め

５
５
０
人
が
参
加
し
た
。

初
日
の
全
体
集
会
で

は
、
岡
田
中
執
が
基
調

を
提
起
。
12
都
府
県
連

の
代
表
が
全
員
の
前
で

地
元
の
活
動
報
告
や
部

落
解
放
へ
向
け
た
思
い

を
語
り
、
決
意
表
明
を

お
こ
な
っ
た
。

全
体
会
の
記
念
講
演

で
は
、
山
口
県
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
の
川
口
泰

司
・
事
務
局
長
が
「
ハ
ー

ト
で
挑
戦
、
自
己
解
放

へ
の
道
」
と
題
し
て
、

自
身
の
中
学
・
高
校
で

の
経
験
を
語
り
な
が
ら
、

ホ
ン
ネ
で
語
り
合
い
、

仲
間
と
つ
な
が
る
こ
と

の
大
切
さ
や
、
差
別
を

見
抜
く
力
、
自
ら
発
信

し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
た
。

２
日
目
は
、
４
分
科

会
６
会
場
で
熱
い
討
議

が
展
開
さ
れ
た
。
報
告

者
の
発
表
を
う
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
部

落
差
別
の
現
実
、
生
活

や
思
い
な
ど
を
語
り
な

が
ら
、
仲
間
と
つ
な
が

り
、
互
い
に
部
落
解
放

へ
の
熱
い
思
い
を
共
有

し
、
高
め
あ
っ
た
。

宇
部
市
隣
保
館
「
厚

南
会
館
」
に
お
い
て
９

月
４
日
、
部
落
解
放
同

盟
東
京
都
連
江
東
支
部

と
江
東
区
役
所
が
、
宇

部
支
部
の
現
地
視
察
を

お
こ
な
っ
た
。

は
じ
め
に
、
川
口
泰

司
・
県
連
書
記
次
長
が

県
内
の
部
落
問
題
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
報

告
を
し
た
。
続
い
て
松

村
元
幸
・
宇
部
支
部
長

か
ら
、
宇
部
の
被
差
別

部
落
の
歴
史
と
現
状
、

そ
し
て
自
身
の
部
落
解

放
へ
の
思
い
が
語
ら
れ

た
。
松
村
支
部
長
は
父

親
も
解
放
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て

き
た
。
そ
ん
な
父
が
亡

く
な
り
、
支
部
長
が
運

動
を
は
じ
め
た
と
き
、

「
あ
ん
た
ま
で
、
や
ら

ん
と
い
け
の
か
ね
」
と

淋
し
そ
う
に
い
う
母
の

言
葉
が
、
い
ま
で
も
忘

れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は

「
子
ど
も
に
は
こ
ん
な

思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
」

と
必
死
に
父
が
運
動
を

が
ん
ば
っ
て
き
た
の
に
、

次
は
「
そ
の
息
子
ま
で

が
運
動
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
」
と
い

う
母
の
思
い
。
そ
し
て
、

支
部
長
は
今
、
「
孫
に

こ
ん
な
思
い
を
さ
せ
た

く
な
い
」
と
い
う
決
意

で
運
動
を
し
て
い
る
と

語
っ
て
く
れ
た
。

二
人
の
報
告
の
あ
と
、

地
区
内
を
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
し
て
、
同
和
対

策
事
業
の
成
果
と
課
題

に
つ
い
て
、
支
部
員
が

説
明
を
し
な
が
ら
歩
き
、

学
習
と
交
流
を
深
め
た
。

（２） 第２９号 （毎月１回発行） 解放新聞山口県版 ２００８年９月２９日

２
、
宇
部
市
に
お
け
る

朝
鮮
人
強
制
連
行
の
歴
史

山
口
県
は
、
福
岡
県
、
北
海
道
、

長
崎
県
に
次
ぐ
多
く
の
朝
鮮
人
が

強
制
的
に
連
行
さ
れ
た
県
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。

１
９
３
９
年
9
月
に
始
ま
っ
た

朝
鮮
人
強
制
連
行
前
後
の
県
内
の

在
日
朝
鮮
人
の
数
は
「
朝
鮮
人
強

制
連
行
調
査
の
記
録
中
国
編
」
に

よ
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。

１
９
２
１
年･･･

２
０
３
６
人

１
９
２
９
年･･･

９
８
８
１
人

１
９
３
０
年･･･

１
０
１
１
３
人

１
９
４
３
年･･

１
３
２
０
０
０
人

１
９
４
５
年･･

１
４
０
６
５
２
人

１
９
４
３
年
の
記
録
で
は
、
都

市
部
で
の
数
が
多
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
宇
部
市
で
は
21
％
の
占
有

率
と
な
っ
て
い
る
。
（
下
関
市
13

％
、
小
野
田
市
32
％
）

山
口
県
は
、
朝
鮮
半
島
に
近
い

こ
と
か
ら
、
在
日
朝
鮮
人
の
数
は
、

年
々
急
増
し
、
県
内
各
地
で
在
日

朝
鮮
人
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
職
業
が
限
定
さ
れ
、

生
活
実
態
も
苦
し
く
、
さ
ら
に
、

居
住
地
域
も
強
要
さ
れ
、
同
時
に

差
別
意
識
が
露
骨
に
示
さ
れ
る
な

ど
、
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別

は
、
極
め
て
厳
し
か
っ
た
。

長
生
炭
坑
な
ど
に
見
ら
れ
る

「
募
集
方
式
」
は
「
募
集
」
と
い
っ

て
も
朝
鮮
人
が
自
発
的
に
応
じ
る

形
で
は
な
く
、
ま
た
職
業
や
労
働

条
件
の
選
択
の
余
地
も
な
く
、
実

質
的
に
強
制
連
行
そ
の
も
の
だ
っ

た
。
加
え
て
「
募
集
要
綱
」
に
は

厳
し
い
内
規
が
決
め
ら
れ
「
渡
航
」

後
も
支
配
的
に
監
視
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
強
制
連
行
先
は
、
県

下
の
主
要
な
軍
需
工
場
や
軍
事
施

設
関
連
の
工
事
な
ど
で
あ
っ
た
。

１
９
４
０
年
だ
け
で
も
長
生
炭
坑

に
は
、
4
月
に
１
６
１
人
、
5
月

に
31
人
、
9
月
に
72
人
、
10
月
に

82
人
と
46
人
な
ど
、
6
回
に
わ
た

り
４
４
１
人
が
集
団
移
入
し
た
と

い
う
記
録
が
あ
る
。

ま
た
、
沖
宇
部
炭
坑
で
は
１
９

４
３
年
に
２
０
０
人
の
入
所
式
を

行
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
厚
東
川
ダ
ム
の
建
設

工
事
へ
朝
鮮
人
強
制
連
行
者
が
動

員
さ
れ
た
事
実
も
記
録
に
残
っ
て

い
る
。

「
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記

録
中
国
編
」
に
よ
る
と
確
認
さ
れ

た
朝
鮮
人
強
制
連
行
先
は
、
長
生

炭
坑
・
沖
宇
部
炭
坑
・
東
見
初
炭

坑
・
宇
部
セ
メ
ン
ト
・
理
研
金
属

宇
部
工
場
・
宇
部
興
産
宇
部
鉄
工

所
・
宇
部
沖
ノ
山
炭
坑
・
厚
東
川

ダ
ム
工
事
で
あ
る
。
（
次
号
へ
）

長生炭鉱の石炭積み出し 昭和11年頃

江東支部と積極的な意見交換がおこなわれた

同和対策事業前の道を案内する松村支部長

全
員
で
解
放
歌
を
合
唱
す
る
高
校
生
た
ち


